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1ま え が き

肉用牛の集団管理において,分規同時の予知力離 立すれ

ば省力安全分焼,及び分娩調節技術のための基礎資料を得

ることができる● 予知法は普週性のある技術を必要とす

るので簡便な方法として,分娩に先行して起こる外部徴候

観察による分規発米時期の予知法について検討した。

表 1調 査 野 帳

品種         番号

記 録 者

2調 査 方 法

分娩に■
~●

して起こる外陰部の腫脹,仙坐靭帯の陥凹,

乳房の拡張 乳頭の拡張の程度によって(→ ～0の 5段

階に評価し,又,分蜆直前の行動変化について,ルーズバン

飼養の日本短角種15頭 黒毛和種 ,頭について,分規予定

2週間前から2人 1組で,午前中の連続観察を実施 した。

(補観 )

Jヽ・ やや大
小  やや大
始・ やや

(― )

棒状・ ろう出・ 流出

少 ・ 中 ・ 多

透明・ 白 濁・ 着色

外

陰

部

漱
嶽
鰺
①

大
大
多

粘
　
液

仙
坐
じ
ん
帯

胎
　
子

始 。中・ 大・

始・ 中・ 大・

(― )

最大

最大

(+)

始

見

乳

房

乳

頭

中・ 大・ 最大

浮・ 怒

歩くとゆれる・ 中間・ 開張

太 く弱い・ 太く強い 。張切

垢かっく 。中間・ 光る

始 ・ 下 .最下

大 ・ 極大・ 減少

減少・ 消失

(― )腫れなし
(士 )Jヽ さく腫れ小ジワ認む
(+)大きく腫れシフ伸る
(十)浮腫認む
(冊)浮腫が弛緩状

↑
鮭
↑
針
餅

変化なし
尾根の両側凹み始る
″  ″ 凹み日立つ

尾根が切れた状態
尾根が完全 に切れ波動有

(― )腫張なし
(士 )日立ず (妊娠の感 )

(+)ふ くらみ始る
(+)大 きくふくらむ
(冊)極度にふくらむ

一
士
＋
＋
冊

腫れ日立ずシヮ深い

腫るがシワ深い

腫れ日立ちシワ伸る
″  ″ 根本太い

大きく腫れ開張

腹 部 下垂

腹 部 張 り

① 離 群
② 尾を曲げる
③ 背中を丸める
④ 歩行の変化
⑤ 地面を嗅く・

⑥ 日付きの変化等その他記載

行



東 北 農 業 研 究 第 2`号 (1978)

3試 験 結 果

, 表1の 7項 目について観察を行ったが,ルーズバン

飼養での「 粘液 」,「 胎子 」からの情報については明らか

でなかった。

2 分娩徴候 として,特に有効な観察部位は外陰部で,

次いで乳房であった。尚,「 離群」「 尾の曲上 」等の行動

と併用することでより精度を高めることができる (図 1,

表2)。
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図 1 外陰部と乳房の徴候変化と分娩までの関係

5 外陰部と乳房の徴候変化からの分娩推定 日は次の重

回帰式により求めた。

表 5 外陰部みび乳房の徴候 と分娩推定日

注.(D・ ¨¨ 日本短角種  (Bl・ ¨¨黒毛和種

この式によると外陰部微候① 乳房微侯① ,外陰部徴侯

① ,乳房微候① の場合は241～ 481時間以内の分蜆予知

ができるが, 5日 ～ 6日 前から注意して観察する必要があ

る(表 3)。

4 分晩直前の行動

「離群」行動は分焼前 580± 415時間から,「 尾の曲上」

④ N種 小=2'"-358多!-257″ ※※
P2_0“  R― o91※ ※

B種 今-3250-3'9蒻1-270″※※
R2-082 R― o90※ ※

か 一分娩までの日数,コー外陰部微風 ″―乳房徴候,

R2-寄与率  R― 重相関係数

行動は42± 402時 間から観察された。

4 ま  と  め

以上,分娩推定日を求め検討した結果 誤差の範囲が 5

日～ 6日 であったが,外陰乱 及び乳房徴候① の状態を濃

密憫察することで縮小できると推察される。

・外陰部徴候
XttL房  徴候

表2 分娩直前の行動
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2C5± 55 16'± 52 154± 53 ,3± 58 62± 6b
t=,
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154± 67 118± 58 82± 52 46± 49 10± 51

B 177± 76 13.7 ! 6.7 9.7 x 6.0 5フ ± 58 |フ ± 60

(料)

N 128士 ス8 ,2± 62 56± 59 20± 53 -15± 51

B 150± 88 1■ 0± 77 ス0士
`8
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`1

-09± 59


